
私は鏡の前に立ち、自分の顔を見て、時々思うことがあります。「無表情だなぁ…」と。 

 コロナが流行し、約３年間マスクが欠かせない生活が続きました。そんな中、マスクの下では皆さんの表情はどう

変わったでしょうか。 

 人は周りの目を気にして生活する動物です。「見られる」ことによって自分を律しているのです。しかしマスク生活

が続き、顔を「見られる」ことが減ると、表情を作る努力をしなくなり、無意識に口角が下がり、表情が乏しくなって

いく…。世の中、能面のような顔が増えてしまったのではないでしょうか。 

 現在はコロナ対策による制限も緩和され、マスクを外す人が増えてきました。顔を「見られる」機会も増えてきた

今、あなたはどんな顔をしていますか。 

 私はいろいろな顔をもっています。舞台に立つ顔、授業をする顔、冗談を言う顔、犬とたわむれる顔。いつ誰に

見られても、豊かな表情をもつ人でいたいと思います。 
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「グローバル」と「ローカル」 
                        校長 西 村 睦 人 

  

先日、県校長会の秋季研修大会で周南公立大学の髙田隆理事長・学長の御講演を拝聴しました。

前身の徳山大学（公設民営大学）が公立化する中で、学校が地域活性化の「成長エンジン」と 

なり、社会が求める人材輩出のための教育、地域を学び場とした教育（キャリア形成、コミュニ

ティとのネットワーク、自己肯定感や使命感の育成）の役割が必要となると熱く語られていまし

た。また、公立ブランドを生かし、学生の受験者数減少の負の回転を、見事に正の回転にしてお

られた実績も見事でした 

その中で、特に心に残った言葉があります。それが「グローバル」と「ローカル」です。髙田先

生は「最近よく使われる言葉に『地域活性化』とあるけれど、地域、地域でなく今や世界に目を

向けないといけないのではないかと色々な方に言われます。でも『世界は地域からなっている。

地域は世界につながっている』のです。」と力強くおっしゃっていました。私自身も厚保の活性化

のために中学生に何ができるかを常に考えているので、とても励みになるお話でした。 

それぞれの言葉の謂われを調べてみると、グローバルの語源は、グローブ（球体）。その後、地

球規模→全世界的と変化してきています。ローカルの語源は、地方（その地方に限定の特有な様

子）とあります。また鉄道用語でもあり、ローカルは各駅という意味でもあるようです。ローカ

ル線としての美祢線存続も地域活性化の必須条件であることはいうまでもありません。 

 

ＧＬＯＢＡＬ 

ＬＯＣＡＬ よく見ると語源は違えども、スペルはよく似ていますね。 

 

“日本一のまちづくり”の中核となる学校に、今後も地域のお力をお貸しください。 

 

☆幸福度Ｎｏ．１のコミュニティ・スクールに！（第 1 回学校評価アンケートより） 

 生徒アンケート（全学年）･･･学校生活は、楽しく充実している。（幸福度）８９．３％ 

 保護者アンケート･･･お子さんは、学校生活が充実していると言っている。（幸福度）８１．５％      

 （保護者記述より）厚保中を訪問した他の中学を卒業した知り合いの高校生より「いい中学校

だね。」との言葉をいただきました。 

 
 

 

横山先生からのメッセージ！ 



１１月６日(月)～１０日(金)までの一週間

は参観週間になります。この一週間は学校の

すべての授業や活動を公開します。 

先日「高齢者と中学生のジオカッション」

の場で，中学生の活動がよく分からないとの

声をいただきました。そこで，保護者の皆様

だけでなく，地域の皆様にもぜひ，生徒の授

業のようすや部活動のようすなど，様々な活

動を見ていただきたいと思います。 

たくさんの皆様の参観をお持ちしています

ので，お誘い合わせの上，御来校ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

栗ご飯実習・浴衣着付け教室を行いました！ 

参観週間のお知らせ 
１１月の主な行事予定 

 １日(水) あつマロンネットクリーン作戦 

 ２日(木) 防災避難訓練 

 ５日(日) 厚保地区町民ハイキング 

 ６日(月) ３年学力診断テスト 

参観週間(６日～１０日) 

 ９日(木) 学校保健安全委員会 

１０日(金) テスト発表 

１３日(月) テスト週間(～２１日) 

１７日(金) ３年校内進路説明会 

２０日(月) 定期テスト(～２２日) 

２４日(金) ３年保育実習 

２９日(水) 校内持久走大会 

 

 

 

 

小中合同で安全マップを完成・・・！ 

 厚保中学校区では、学校安全総合推進事業の指定を受け、小中合同で子どもたち
の通学路の安全を確保することをねらいに、児童・生徒が８つの地区別班に分かれ
て安全マップの作成に取り組んできました。まず６月下旬には、中学生が描いた通
学路の道路マップをもとに、危険箇所の確認・記入を行いました。次に、７月下旬
には班別に地区内のフィールドワークを行い、以前指摘した危険箇所を自分たちの
目で見て確認し合いました。そして、１０月１１日に危険箇所の写真を道路マップ
に貼り付け、地区別の安全マップを完成させました。 
 この活動においては、安全サポーターの方々や県・市教委、さらに地域の方々の
協力を得て、無事成し遂げることができました。 

地元の産物の栗を使って皆
で作る栗ご飯は、いつも食べ
るのより、おいしく感じました。
いろいろなことを教えてもらっ
たので、今度家でも作ってみ
たいと思います。 

楽しかった栗ご飯実習。あ
っという間に終わりました。同
じ班の先輩や食推さんに教
わり、皆で協力しながら効率
よく作ることができました。皆
で作った栗ご飯は、絶品でし
た。 

浴衣を初めて着てみて、洋服
とは違い着るまでに長くかかり、
歩いたり座ったりするのがとても
大変でしたが、これも日本の文
化だと感じました。浴衣を着たこ
とがなかったので、とてもよい体
験となりました。 
 


